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Ｉ．研究の目的  
現在，日本では少子化により，全体として子どもの数は減少しているものの，障害児保育に対す
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 鳥取県内で統合保育を行う保育所(Z 保育園)に通園する肢体不自由児(X 児)と対象児が在籍する
クラスの子どもたちを対象とした。 
 対象児のクラス：4歳児クラス3の在籍児は 34 名。(男児 15 名，女児 19 名) 
         2 歳児クラス，3 歳児クラス時は 2 クラスとなっていたが，4 歳児クラスでは 1
クラスとなった。 





 暦年齢：5 歳 7 カ月（2014 年 11 月時点）
 所属：Z 保育園 4 歳児クラス（2014 年 11 月時点）
















第Ⅰ期 2012 年 4 月～2012 年 12 月 
対象児の年齢：2 歳 11 カ月～3 歳 7 カ月
第Ⅱ期 2013 年 6 月～2014 年 11 月4  


























第 1 期 2 歳 11 カ月～3 歳 0 カ月 大人との関係の中で自己の要求を充実させる時期
第 2 期 3 歳 2 カ月～3 歳 3 カ月 大人との関係をベースにして，言葉で主張する時期
第 3 期 3 歳 3 カ月～3 歳 5 カ月 他児からの関わりを受けて，仲間関係を広げていく時期
第 4 期 3 歳 5 カ月～3 歳 7 カ月 自ら他児に働きかけて，仲間関係を築く時期
 
２.考察 




な人に思いを伝えたいという気持ちが育っていったことが挙げられる。そして第 3 期には，X 児が
他児を意識している姿が頻繁に観察されるようになった。X 児との言葉でのコミュニケーションが
取りやすくなったことによって，他児は X 児と関わろうとする機会が増え，それに対して X 児も他
児を意識し，「自分も同じようにしたい」という憧れを抱きつつ，困難な活動にも取り組んでいた。
また，第 4 期には，第 3 期で見られた他児との関わり方が発展し，X 児から他児に働きかける様子
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1）第 1期 2013年 7月～ X児の年齢：4歳 3カ月～
＜特徴＞ ・リーダー的な存在の B 児の主導的な関わりによって，X 児と B 児が一緒に過ごすこと
が多くなる。 
     ・友だちと一緒に過ごすことを求めたり，友だちの様子をじっと見るなど，活動の中で
友だちの存在を意識している姿が見られる。













  X：ちょっと暗い顔。自分で体勢を戻す。 
 






・X 児が B 児と同じことをしようとする等，B 児の行動や発言を伺うような姿を見せる。 
 
エピソード 2 【B 児の行動に合わせようとする X 児】 （4 歳 11 カ月） 
X が登園してきたときには，お店屋さんごっこがちょうど終わったところで，子どもたちは絵本や
おままごとをして遊んでいた。















3）第 3期 2014年 4月～ X児の年齢：4歳 11カ月～
＜特徴＞ ・筆者に対して睨むなど，反抗的な姿を見せるが，他児がいないところでは筆者に話し
かけてくるなど，友だちの存在の有無で筆者に対する態度が変わる。
・共通の話題がある友だち N 児との関係が観察され始める。 
 
エピソード 3 【気が合う友だち N との関係ができ始める】（4 歳 11 カ月） 
給食の準備をするときのこと。筆者が X のそばにいると，N が来る。
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4）第 4期 2014年 5月～ X児の年齢：5歳 0カ月～
＜特徴＞ ・休憩時間などの隙間の時間に，子ども同士で集まり，子どもだけで会話をしたり，遊
ぶ姿が見られる。
・N 児と過ごす時間が多くなり，X 児と N 児の関係が深まる。N 児が X 児に対して対等
に接することで，X 児も安心して N 児と関わろうとする。
エピソード 4【N児 O児と触れ合い遊びを楽しむ X児】（5歳 0カ月）
音楽広場では，達也先生がうたを歌いながら，手遊びやペアでするような触れ合い遊びを教えてく
れる。始まる前，二人ペアになって 4 列で並ぶ。X はペアがいないので，筆者と後ろの方に並んでい
たが，少し前にいる N の隣に移動。まねっこ遊びが始まると N の横で参加。
（～中略～）




遊びの時にも，N が「3 人でしよう。」と言い，その後もずっと 3 人で活動した。
（～中略～）
終わりの時間になると，みんなが最初のようにペアで並んだが，N と X は床に寝ころんでいた。N
が「終わりたくない。」と言ったので，「そうだよな。楽しかったもんな～。」と筆者が声を掛けた。
すると，N は「楽しくなかったし。」という。それに続いて，X も「楽しくなかったし。」と言う。
5）第 5期 2014年 7月～ X児の年齢：5歳 2カ月～
＜特徴＞ ・他児が X 児の不安に共感したり，X 児の頑張りを受け止めるような会話や関わり方を
する。
・製作活動では，友だちに教えようとしたり，ものを貸そうとする姿が見られる。
























＜第 4 期＞ 













 対象児の仲間関係は，対象児のお世話をしようとする B 児の主導的な関わりを受け，B 児の行動
を伺うような不安定な仲間関係から，N 児との対等な仲間関係へと質的に変化していった。




しかし，第 3 期以降には，N 児というキーパーソンが現れ，対象児の仲間関係に変化が生まれた。
N 児との仲間関係の特徴は，対等な仲間関係が築かれたことである。この変化には，好きなアニメ
が同じ等共通の話題があること，N 児のおおらかな性格によって，対象児が N 児に気を遣うことな
く過ごせたことが要因だったと考えられる。また，対象児と N 児の間には，不安なことを共感し合
う姿も見られた。4 歳頃の発達の姿として，「～ケレドモ・・・スル」という 2 次元可逆操作を獲得
していく。日々の活動の「やってみたい，でもちょっとコワイな」と二つの思いの中で揺れる対象
児と N 児であったが，一緒に活動し弱さを見せ合うことで，互いに励まし合い，不安な活動も乗り
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